
新林公園ハイキング～江の島集中ウォーク 
開催日：２０２５年１１月２４日（月・祝） 晴れ 一般 １３０００歩 約９km 

集 合：ＪＲ藤沢駅１０時 

コース：藤沢駅→奥田公園→新林公園→山道の散策路→片瀬山北公園→片瀬山１丁目見晴らしの丘→ 

片瀬山憩いの森→岩屋不動尊→密蔵寺→木蓮寺（昼食）→江ノ電江ノ島駅前→江の島弁天橋→ 

弁財天仲見世通り→江の島サンセットテラス 

参加者：平嶋Ｌ 熊島 山内 市村 

 

  集中ウォークについて、ウォーキングだよりに次のように書かれています（抜粋） 

 神奈川ウォーキングクラブでは、リーダー育成を目的に毎年「集中ウォーキング」を実施し、その中から

リーダーが育っています。集中ウォークのイメージは、①地図を見ながら、単独又は複数で歩き、決められ

た時間にゴールを目指す。②距離やコースなどの計画はすべて個人に任される。集中ウォークの目的（狙い）

は、①地図を深く読み取れるようになる。②地図をもとに歩けるようになる。③その結果、仲間を案内でき

るリーダーとなる。④リーダー役が増えることで、クラブ行事をより多く開催できるようになる。 

 今年の集中ウォークは、快晴に恵まれた１１月２４日に行われました。江の島サンセットテラスに１４時

集合をめざして１０コースに２４名が参加。サンセットテラスで報告集会が行われ、各コースから多彩なウ

ォーキング報告が行われました。平嶋リーダーグループは、新林公園の少しやや健コースかと思われる山道

の散策路からの景観や紅葉を楽しみ、観光客で賑わう江の島に入り、集合時間１０分前の１３時５０分にサ

ンセットテラスにゴール。歩数１３０００歩、距離９km でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弁天橋から富士山を望む 



 

ＪＲ藤沢駅９時４５分～奥田公園～１０時１７分新林公園 
 集合駅はＪＲ藤沢駅に１０時、駅に着くと高橋文さんリーダーの高橋吉さん、川合さんグループの３人も

集まっていました。９時４５分にスタート、スーパーで報告集会での乾杯用ビールを購入。イトーヨーカド

ーから市民センターにつながる橋上連絡路を通り奥田公園を通り抜けます。境川に架かる奥田橋を渡り住宅

街を歩いて１０時１７分、紅葉鮮やかな新林公園へ到着。空青く快晴、風はなく穏やかな陽気、少し汗ばん

できたので上着を脱いで衣類調整と水分補給。長屋門の横を通り、江戸時代後半に建てられた二間半の式台

と立派な座敷を備えている旧小池邸の古民家へ入ります。小池家は市内柄沢の旧家で柄沢村の名主でした。 

   

   

  

   



古民家裏から山道の散策路～三叉路～片瀬山北公園 

 古民家の裏へ出ます。ここから山道の散策路、木段を上って行きますが、歩幅が合わず土の道を上って行

きます。上りきったところに大きな穴の跡が、井戸の跡かと思いましたら横に説明版があり「この穴は昔、

猪や狸などの小動物を捕えるために掘られたもので、上部に笹の葉などをかぶせて落とし穴として利用した

ものです。明治時代には掘られていたようで深さは大人の背丈よりも深かったようです」と記されていまし

た。景観を楽しみながら何回かアップダウンを繰り返す縦走、紅葉と緑の木々の間を歩く多くの人々と行き

かいながら散策路を進んで行きます。三叉路に出て、家族連れがつどっている片瀬山北公園へ下りました。 

   

   

  

   



片瀬山１丁目見晴らしの丘～片瀬山憩いの森～岩屋不動尊 

 片瀬山の閑静な住宅街、一軒一軒個性ある家並みで「「住宅見て歩き」も楽しい。緩やかな下り道、道幅広

く横一列でのゆったり歩き、庭先にはミカンや柿などの実が青空に映えています。少し下ったところに「片

瀬山１丁目見晴らしの丘」の看板が立っていて「ここが空き地だった５０年には理由があります。この土地

は盛り土によって造成された急斜面・・・、地元の人たちが夕陽を見に来る眺めの名所です」と書かれてい

ました。紅葉越しに江の島のタワーが見えたので写真をパチリ。急斜面の下りを避けて、片瀬山憩いの森に

入り下っていきます。住宅街を歩き、長い石段を下りて左に曲がったところにめざす岩屋不動尊がありまし

た。「巌不動尊」の看板に見覚えがあり、以前来たことを思い出しました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   



密蔵寺～１２時２０分木蓮寺（昼食）～江ノ電江ノ島駅前 

岩屋不動尊を出て一路南下します。泉蔵寺前を通過、本堂後方の小高いところに墓地が見えます。密蔵寺

へ、落ち着いた雰囲気の境内に六地蔵や石仏が祀られていました。さらに南下して木蓮寺へ、時刻は１２時

２０分過ぎ。参道横に東屋があり、ここをお借りして昼食をとることにしました。昼食後は、報告会で食べ

るお菓子の袋詰め。東屋を出て少し歩いたところに、江の島で官鍼法の技術を習得した杉山検校が、江の島

弁財天に参詣しようとする目の不自由な旅人のために寄進した江の島弁財天道標がありました。だんだん人

の声が聞こえるようになり、湘南モノレール湘南江の島駅に出ました。江ノ電江ノ島駅前の踏切を渡ります。 

   

   

   

  



江の島弁天橋～弁財天仲見世通り～１３時５０分サンセットテラス 

 観光客で賑わう商店街を歩き、前方から陽を浴びながら江の島をめざします。江の島弁天橋へ、前方に江

の島のタワーが大きく見えるようになりました。島に入り鳥居をくぐり江の島弁財天仲見世通りへ、食べ歩

きなどで観光客が溢れる参道を上って行きます。少し上ったところで眼下に江の島ヨットハーバーが見えま

した。「ＴＨＥ「ＳＵＮＳＥＴ「ＴＥＲＲＡＣＥ」と書かれた階段を上って１３時５０分、ゴールの江の島サ

ンセットテラスに到着しました。テラスは絶景ポイント、澄んだ青空の下に左から箱根連山、富士山、丹沢

山塊、手前に曽我丘陵、湘南平が一望できました。全員到着したところで高橋副会長の発声で乾杯、内海さ

んの司会で、各コースのリーダーからウォーキング結果報告が行われました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

                                          （市村記） 


